
オーエムヒーター
　
オ
ー
エ
ム
ヒ
ー
タ
ー
の
「
Ｏ
＆
Ｍ
シ
リ

コ
ン
ラ
バ
ー
ヒ
ー
タ
ー
」
は
柔
軟
性
が
高

く
、
形
状
の
自
由
度
が
高
い
シ
ー
ト
状
の

ヒ
ー
タ
ー
。
幅
広
い
採
用
実
績
か
ら
高
い

信
頼
を
得
て
い
る
。
配
管
、
タ
ン
ク
、
ポ

ン
プ
、
バ
ル
ブ
と
い
っ
た
工
事
設
備
の
保

温
や
加
温
、
溶
接
時
の
予
熱
な
ど
に
採
用

さ
れ
て
い
る
。
自
由
自
在
な
形
で
製
作
で

き
る
た
め
、
取
り
付
け
の
際
に
は
材
質
や

形
状
に
柔
軟
に
対
応
す
る
。

　
ま
た
、
ヒ
ー
タ
ー
温
度
調
節
器
「
Ｏ
Ｔ

シ
リ
ー
ズ
」
は
Ｐ
Ｉ
Ｄ
制
御
で
ヒ
ー
タ
ー

の
安
定
し
た
温
度
管
理
が
で
き
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
。
複
数
管
理
も
可
能
で
、
ヒ
ー

タ
ー
と
の
併
用
で
細
や
か
な
温
度
管
理
が

で
き
る
。

亜
木
津
工
業

　
亜
木
津
工
業
は
先
進
の
技
術
と
信
頼

性
で
ガ
ス
ケ
ッ
ト
市
場
に
お
い
て
高
い

支
持
を
得
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
ク
リ
ン
ガ

ー
の
日
本
総

代
理
店
と
し

て
ガ
ス
ケ
ッ
ト
材
の
加
工
・
販
売
を
行

い
、
そ
の
品
質
の
高
さ
に
よ
り
、
一
流

の
ユ
ー
ザ
ー
に
使
用
さ
れ
続
け
て
い

る
。

　
シ
ー
ト
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
全
製
品
に
は

固
着
防
止
処
理
を
実
施
。
フ
ラ
ン
ジ
へ

の
焼
き
付
き
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、

ガ
ス
ケ
ッ
ト

交
換
時
の
フ

ラ
ン
ジ
清
掃

が
不
要
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
の

削
減
が
図
れ
る
。
環
境
負
荷
低
減
の
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
ク
リ
ン
ガ
ー
ガ
ス
ケ

ッ
ト
の
使
用
を
提
案
し
て
い
る
。

協成
　
協
成
は
消
火
用
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
外
面

被
覆
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管

キ
ー
ロ
ン
Ｓ
Ｕ

Ｓ
・
Ｖ
Ｆ

の
生
産
サ
イ
ズ
を
拡
大
し
、

販
売
を
強
化
し
て
い
る
。
軽
量
で
高
耐
食

性
な
ど
の
特
徴
を
持
つ
た
め
、
消
火
用
に

留
ま
ら
ず
給
排
水
、
空
調
な
ど
他
の
埋
設

管
へ
の
用
途
拡
大
も
図
っ
て
い
る
。

　
同
社
の
生
産
サ
イ
ズ
は
こ
れ
ま
で
１
０

０
Ａ
の
み
だ
っ
た
が
、

―
２
０
０
Ａ
ま

で
の
６
サ
イ
ズ
に
増
や
し
た
。
従
来
の
Ｓ

Ｔ
Ｐ
Ｇ

圧
力
配
管
用
炭
素
鋼
鋼
管

に

比
べ
て
、
重
量
は
約
３
分
の
１
と
軽
量
。

硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
が
既
に
被
覆
さ
れ
て
お

り
、
現
場
で
の
防
食
処
置
が
不
要
。
作
業

環
境
の
悪
い
掘
削
現
場
で
も
安
定
し
た
施

工
品
質
が
維
持
さ
れ
安
全
性
が
高
い
。

タブチ
　
タ
ブ
チ
は
継
ぎ
手
や
止
水
栓
を
は
じ
め

と
し
た
給
水
装
置
の
メ
ー
カ
ー
。
複
式
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
「
ク
ワ
ト
ロ
」
は
同

社
が
手
掛
け
る
特
徴
あ
る
製
品
の
ひ
と

つ
。

　
低
層
集
合
住
宅
用
で
、
最
大
４
個
の
量

水
器
を
ボ
ッ
ク
ス
内
に
収
容
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
設
置
場
所
の
省
ス
ペ
ー
ス
化
が

で
き
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
集
約
に
よ

り
集
中
検
針
が
可
能
な
た
め
、
検
針
作
業

者
の
負
担
軽
減
と
な
る
ほ
か
、
施
工
作
業

の
効
率
化
に
も
利
点
が
あ
る
。

　
ク
ワ
ト
ロ
は
止
水
栓
、
メ
ー
タ
ー
接
続

部
、
逆
止
弁
で
構
成
。
止
水
栓
、
逆
止
弁

は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
き
る
よ
う
に
着
脱
可

能
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

レッキス工業
　
レ
ッ
キ
ス
工
業
の
「
み
る
み
る
く
ん
」

は
、
配
管
検
査
に
用
い
る
業
界
初
の
デ
ジ

タ
ル
式
水
圧
・
満
水
試
験
自
動
測
定
器
と

デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
だ
。
試
験
デ
ー
タ

整
理
、
試
験
記
録
作
成
作
業
に
か
か
る
時

間
を
大
幅
に
短
縮
で
き
る
。
同
じ
試
験
を

繰
り
返
す
集
合
住
宅
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
物

件
で
試
験
を
効
率
的
に
行
え
る
。

　
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン
に
転
送
す
る
と
、

試
験
デ
ー
タ
は
グ
ラ
フ
化
さ
れ
記
録
シ
ー

ト
に
自
動
作
成
さ
れ
る
。
水
圧
試
験
器
は

水
と
空
気
の
圧
力
測
定
に
使
え
測
定
範
囲

は
０

―
２

。
満
水
試
験
器
は
、
管

端
面
か
ら

以
内
の
水
位
を
測
定
で

き
る
。

配
管
機
材
・
技
術

有
力
企
業
の
製
品
＆
技
術

被
害
最
小
化
へ
ソ
フ
ト
戦
略

ゼネコン、津波対策

緩
衝
効
果
高
め
て
減
災

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
経
済
被
害
が
最
悪
の
場

合
、
総
額
２
２
０
兆
円
に
も
上
る
と
の
試
算
が
公
表
さ
れ
、

防
災
・
減
災
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

ゼ
ネ
コ
ン
大
手
は
海
上
、
海
岸
部
、
沿
岸
市
街
地
と
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
津
波
被
害
を
抑
え
る
施
設
の
開
発
や
提
案
に
動

い
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
で
想
定
外
の
被
害
を
経
験
し
た

だ
け
に
、
津
波
に
対
抗
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
建
築
・
土

木
構
造
物
も
被
害
を
抑
え
る
ソ
フ
ト
戦
略
に
ポ
イ
ン
ト
が

移
っ
て
き
た
よ
う
だ
。

編
集
委
員
・
青
柳
一
弘

大
成
建
の
津
波

避
難
ビ
ル
「
Ｔ

―
Ｂ
ｕ
ｆ
ｆ
ｅ

ｒ
」
の
完
成
イ

メ
ー
ジ

▲

　
大
林
組
は
港
湾
空
港
技
術
研

究
所

港
空
研

な
ど
と
共
同

で
、
海
底
か
ら
浮
上
し
て
津
波

を
防
ぐ
可
動
式
防
波
堤
を
開
発

し
た
。
国
土
交
通
省
近
畿
地
方

整
備
局
は
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
和
歌
山
下
津
港
・
海
南
地
区

和
歌
山
県
海
南
市

入
り
口

の
航
路
部
分
に
総
延
長
２
３
０

の
可
動
式
防
波
堤
を
整
備
す

る
計
画
だ
。
ま
ず
実
証
実
験
を

兼
ね
た
約

分
を
先
行
し
て

発
注
。
３
月
下
旬
の
動
作
試
験

で
は
、
海
面
下
約

・
５

か

ら
海
面
上
約
７
・
５

ま
で

分
以
内
に
浮
上
し
た
。

　
海
底
に
入
れ
子
構
造
の
鋼
管

を
埋
設
し
て
お
き
、
津
波
来
襲

が
想
定
さ
れ
る
と
き
に
空
気
を

送
り
込
ん
で
内
側
の
鋼
管
を
海

面
上
ま
で
浮
上
さ
せ
る
。
下
津

港
・
海
南
地
区
で
は
直
径
３

の
鋼
管
に
同
２
・
８

の
鋼
管

を
入
れ
子
に
し
て
設
置
。
入
れ

子
構
造
の
た
め
浮
上
時
に
は
す

き
間
が
生
じ
る
が
、
連
動
す
る

小
径
の
副
管
を
併
設
し
て
津
波

が
来
襲
し
た
時
、
は
ま
り
込
む

よ
う
に
し
て
緩
衝
効
果
を
高
め

る
。
河
口
部
に
設
置
し
て
津
波

の
河
川
遡
上
を
防
ぐ
こ
と
も

そ

じ
ょ
う

想
定
し
て
い
る
。

　
清
水
建
設
は
浚
渫
土
な
ど

し
ゅ
ん
せ
つ

を
使
っ
て
古
墳
の
よ
う
な
円
錐

え
ん
す
い

台
を
造
り
、
津
波
の
緩
衝
帯
や

緊
急
避
難
場
所
に
す
る
海
岸
部

の
造
成
手
法
「
グ
リ
ー
ン
マ
ウ

ン
ド
」
を
考
案
。
東
日
本
大
震

災
の
被
災
自
治
体
に
提
案
す

る
。
杭
や
擁
壁
な
ど
の
建
設
資

材
は
不
要
で
、
が
れ
き
や
津
波

堆
積
物
も
有
効
利
用
で
き
る
。

　
「
地
域
の
建
設
会
社
が

が

れ
き
の
地
産
地
消

で
復
興
街

づ
く
り
に
参
画
で
き
る
ロ
ー
テ

ク
・
ロ
ー
コ
ス
ト
の
津
波
対

策
」

秋
江
康
弘
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
本
部
都
市
開
発
計
画
室
グ
ル

ー
プ
長

に
な
る
と
い
う
。
宮

城
県
仙
南
地
域

の
海
岸
沿
い
に

緩
衝
帯
と
し
て

底
部
径

で

頂
部
径

、

高
さ

に
な

る
小
型
マ
ウ
ン

ド
を
ち
ど
り
状

に
４
列
配
置
し

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
解
析
で

は
、
波
高

の
津
波
の
遡
上

範
囲
が
６
０
０

縮
ま
っ
て
海

岸
線
か
ら
１
１
５
０

に
抑
え

ら
れ
た
。

　
緩
衝
帯
内
側
の
居
住
地
に
高

さ

で
底
部
径

―
１
１
０

、
頂
部
径

―

の
中
・

大
型
マ
ウ
ン
ド
を
５
０
０
―
１

０
０
０

四
方
に
１
カ
所
ず
つ

造
成
す
れ
ば
、
地
域
住
民
を
安

全
・
確
実
に
避
難
さ
せ
ら
れ
る

と
い
う
。

　
大
成
建
設
は
東
日
本
大
震
災

の
津
波
被
害
分
析
に
基
づ
き
、

建
物
の
外
周
部
に
緩
衝
柱
を
設

け
て
漂
流
物
に
よ
る
致
命
的
な

損
傷
を
防
ぐ
津
波
避
難
ビ
ル

「
Ｔ
―
Ｂ
ｕ
ｆ
ｆ
ｅ
ｒ

Ｔ
バ

ッ
フ
ァ
ー

」
を
開
発
し
提
案

し
て
い
る
。
建
物
自
体
は
階
段

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る

中
央
部
の
耐
力
壁
で
囲
ん
だ
コ

ア
部
分
で
強
固
に
支
え
る
構
造

と
し
、
１
階
部
分
は
緩
衝
柱
以

外
の
外
装
材
を
あ
え
て
波
力
で

壊
れ
る
よ
う
に
し
て
津
波
を
受

け
流
す
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

解
析
の
ほ
か
、
津
波
挙
動
を
再

現
す
る
水
理
模
型
実
験
も
行

い
、有
効
性
を
確
認
し
て
い
る
。

　
イ
オ
ン
と
丸
紅
の
首
都
圏
食
品
ス
ー

パ
ー

Ｓ
Ｍ

連
合
構
想
が
動
き
だ

す
。
イ
オ
ン
は
１
日
付
で
Ｊ
・
フ
ロ
ン

ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
か
ら
株
式
取
得
し
た

ピ
ー
コ
ッ
ク
ス
ト
ア
を
「
イ
オ
ン
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
に
社
名
変
更
し
、
イ
オ
ン
流

の
物
流
や
情
報
の
仕
組
み
で
テ
コ
入
れ

す
る
方
針
を
表
明
し
た
。
今
後
は
イ
オ

ン
グ
ル
ー
プ
、
丸
紅
と
イ
オ
ン
が
株
式

を
持
つ
マ
ル
エ
ツ
、
丸
紅
が
大
株
主
の

東
武
ス
ト
ア
や
相
鉄
ロ
ー
ゼ
ン
を
含
め

た
Ｓ
Ｍ
連
合
構
想
を
具
現
化
し
、
い
か

に
規
模
の
利
益
を
引
き
出
す
か
に
関
心

が
集
ま
り
そ
う
だ
。

編
集
委
員
・
森
谷
信
雄

マルエツの都市型小型店「マルエツプチ」

首都圏ＳＭ連合構想始動
イオン・丸紅

統合でコストダウンが図れれば、スケールメリッ
トが出て競争力は増す（イオンレイクタウン）

尾賀さん

マ
ル
エ
ツ
の
動
向
焦
点

フラッシュ
　
◆
１
月
の
建
設
受
注
３
・
７
％
減

　
国
土
交
通
省
　
１
月
の
建
設
工
事
受
注
動
態
統

計
調
査

大
手

社

は
、
前
年
同
月
比
３
・
７

％
減
の
７
１
７
６
億
円
と
２
カ
月
ぶ
り
に
減
少
し

た
。
国
内
の
民
間
工
事
は
同
１
・
１
％
減
の
４
９

３
４
億
円
、
公
共
工
事
は
同
０
・
９
％
減
の
１
７

１
１
億
円
と
、
そ
れ
ぞ
れ
４
カ
月
ぶ
り
の
増
加
と

な
っ
た
。
海
外
工
事
は
同

・
４
％
減
の
５
６
２

億
円
。
国
内
民
間
工
事
を
発
注
者
別
に
み
る
と
、

製
造
業
が
同

％
減
の
１
４
８
９
億
円
、
非
製
造

業
が
同
８
・
７
％
増
の
５
６
９
１
億
円
。
公
共
工

事
は
国
が
同

・
７
％
増
の
１
６
４
０
億
円
、
地

方
も
同
８
・
６
％
減
の
１
０
１
３
億
円
だ
っ
た
。

　
◆
需
要
応
答
機
能
付
き
集
合
住
宅

　
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
　
住
友
商
事
と
共
同
で
、
大

阪
府
吹
田
市
に
電
力
の
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス

需
要
応
答

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
「
北
千
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

仮
称

」
を
建
設

す
る
。
全

棟
を
順
次
着
工
し
、
ま
ず
２
０
１
４

年
９
月
に
２
棟
が
完
成
す
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
ー
ズ
に
よ
る
高
圧
電
力
の
一
括
購
入
を
利
用

し
た
サ
ー
ビ
ス
「
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
導
入
。
各

戸
に
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
。
ま
た
、

大
和
ハ
ウ
ス
と
し
て
初
め
て
マ
ン
シ
ョ
ン
に
家
庭

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

を

採
用
す
る
予
定
。

泡を長時間キープ炭酸ガス形成洗顔料ロート製薬、敏感肌向け
買
い
物
支
援
・
集
落
見
守
り
鳥
取
県
西
部
山
間
地
で
米
子
高
島
屋

生
薬
原
料
植
物
を
栽
培
掛
川
工
場
で
試
験
運
用
資
生
堂

　　 ２０１３年 平成２５年 ４月３日 水曜日 　　 （ ）

投
資
に
メ
リ
ハ
リ

　
▽

「
２
０
１
３
年
度
の

最
重
要
課
題
は
エ
ビ
ス
ブ
ラ

ン
ド
に
注
力
す
る
こ
と
だ
」

と
力
を
込
め
る
の
は
、
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
社
長
の
尾
賀
真

城
さ
ん
。
エ
ビ
ス
ビ
ー
ル
は

１
２
０
年
を
超
え
る
歴
史
を

持
つ
。

　
▽

麦
芽
１
０
０
％
の
ビ

ー
ル
だ
が
、
近
年
は
他
社
と

の
競
合
が
激
化
。
「
ビ
ー
ル

の
中
の
ビ
ー
ル
。

Ｂ
Ｅ
Ｅ

Ｒ
　
Ｏ
Ｆ
　
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

の
言
葉
で
消
費
者
に
品
質
と

製
法
の
こ
だ
わ
り
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
」
と
強
調
す
る
。

　
▽

年
の

ビ
ー
ル
類
総
需

要
は
前
年
比
で

減
少
が
予
想
さ

れ
る
。
来
年
の

消
費
税
増
税
を
控
え
て
事
業

環
境
は
厳
し
い
。
「
経
営
資

源
が
限
ら
れ
て
い
る
以
上
、

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
投
資
を
し

た
い
」
と
、
ま
ず
エ
ビ
ス
に

全
力
投
球
す
る
構
え
だ
。

掛
川
工
場
内
の

植
物
栽
培
実
験

施
設

▲

参
加
呼
び
か
け

　
「
い
く
つ
か
の
企
業
と

連
合
の

構
想
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
て
お
り
、
賛
成

し
て
く
れ
る
企
業
も
あ
る
」

と
話
す
の
は
、
イ
オ
ン
の
岡

田
元
也
社
長
だ
。
イ
オ
ン
と

丸
紅
は
両
社
が
資
本
参
加
す

る
Ｓ
Ｍ
企
業
を
対
象
に
、
連

合
構
想
へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｍ
連
合
に
つ
い
て
は
話

し
合
い
中
で
、
こ
れ
か
ら
詳

細
を
詰
め
る
と
し
て
い
る
。

構
想
で
は
イ
オ
ン
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

Ｐ
Ｂ

「
ト
ッ
プ
バ
リ
ュ
」
の
供
給

に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
歩
踏
み

込
ん
だ
仕
入
れ
や
物
流
、
情

報
シ
ス
テ
ム
の
統
合
な
ど
が

念
頭
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　
イ
オ
ン
は
首
都
圏
の
カ
ス

ミ
、
い
な
げ
や
、
ベ
ル
ク
に

出
資
し
て
い
る
。
首

都
圏
Ｓ
Ｍ
連
合
構
想

で
今
後
の
焦
点
は
丸

紅
が
大
株
主
で
あ
る

Ｓ
Ｍ
企
業
と
の
連
携

だ
。
中
で
も
売
上
高

規
模
が
約
３
２
０
０

億
円
と
大
き
い
マ
ル

エ
ツ
の
動
向
が
注
目

さ
れ
る
。

　
マ
ル
エ
ツ
は
イ
オ

ン
が

％
、
丸
紅
が

％
の
株
式
を
保
有

し
て
い
る
が
、
二
大

株
主
の
は
ざ
ま
で
自

主
性
を
尊
重
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
丸

紅
が
ダ
イ
エ
ー
株
を

手
放
し
、
丸
紅
の
リ
テ
ー
ル

戦
略
で
核
と
な
る
小
売
業
が

事
実
上
な
く
な
る
中
、
マ
ル

エ
ツ
株
を
保
有
し
て
い
る
意

味
も
薄
ら
ぐ
。
こ
の
た
め

「
近
々
マ
ル
エ
ツ
株
も
動
く

の
で
は
な
い
か
」

業
界
関

係
者

と
い
う
見
方
が
有
力

だ
。安

売
り
追
随

　
イ
オ
ン
が
す
で
に
株
式
を

持
つ
グ
ル
ー
プ
の
Ｓ
Ｍ
企
業

と
丸
紅
が
資
本
参
加
す
る
Ｓ

Ｍ
企
業
を
合
わ
せ
た
売
上
高

は
１
兆
円
を
超
え
る
。
折
し

も
ス
ー
パ
ー
で
は
価
格
競
争

が
激
化
し
、
総
合
ス
ー
パ
ー

Ｇ
Ｍ
Ｓ

の
安
売
り
に
引

っ
張
ら
れ
る
格
好
で
Ｓ
Ｍ
企

業
も
値
下
げ
で
追
随
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
だ
。
仕
入
れ

や
物
流
、
情
報
の
統
合
で
コ

ス
ト
を
下
げ
ら
れ
れ
ば
、
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
出
て
競

争
力
は
増
す
。

　
た
だ
、
Ｓ
Ｍ
の
競
争
相
手

は
何
も
同
業
の
Ｓ
Ｍ
や
Ｇ
Ｍ

Ｓ
ば
か
り
で
は
な
い
。
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
主
婦

や
シ
ニ
ア
層
の
取
り
込
み
を

強
化
。
Ｓ
Ｍ
に
行
か
ず
と
も

事
足
り
る
よ
う
に
商
品
政
策

を
転
換
し
て
い
る
。

政
策
転
換
必
要

　
イ
オ
ン
専
務
執
行
役
で
Ｓ

Ｍ
事
業
最
高
経
営
責
任
者
の

内
山
一
美
氏
は
、
Ｓ
Ｍ
が
苦

戦
し
て
い
る
理
由
と
し
て

「
高
齢
化
社
会
の
中
、
消
費

者
の
求
め
て
い
た
も
の
を
提

供
し
て
い
た
の
か
。
料
理
を

作
ら
な
い
傾
向
に
対
し
売
り

場
、
商
品
が
対
応
し
て
い
た

の
か
」
と
思
い
切
っ
た
商
品

政
策
の
転
換
を
強
調
す
る
。

　
Ｓ
Ｍ
連
合
化
構
想
を
具
現

化
し
て
規
模
の
利
益
追
求
に

乗
り
出
す
イ
オ
ン
。
た
だ
、

規
模
だ
け
で
な
く
、
商
品
や

売
り
場
が
現
在
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
す
る
よ
う
変
わ
っ
た

時
、
イ
オ
ン
の
Ｓ
Ｍ
連
合
の

真
の
脅
威
が
顕
在
化
す
る
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
。

今
年
度
設
備
投
資

西
部
ガ
ス

億
円

　
【
福
岡
】
西
部
ガ
ス
は
２

０
１
３
年
度
の
設
備
投
資
額

を
単
体
で
１
３
０
億
円

前

年
度
計
画
比

億
円
増

と

す
る
投
資
計
画
を
ま
と
め

た
。
ガ
ス
管
の
敷
設
な
ど
供

給
設
備
に
１
０
０
億
円

同

４
億
円
増

を
計
画
。
福
岡

地
区
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
整
備

な
ど
業
務
設
備
に

億
円

同

億
円
増
を
投
じ
る
。

　
グ
ル
ー
プ
会
社
が
北
九
州

市
若
松
区
で
整
備
を
進
め
、

年
稼
働
予
定
の
液
化
天
然

ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

受
け
入
れ

拠
点
「
ひ
び
き
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基

地
」
へ
の
投
資
は
１
６
８
億

円

同

億
円
減

を
見
込

む
。

　
ロ
ー
ト
製
薬
は
敏
感
肌
向

け
化
粧
品
ブ
ラ
ン
ド
「
プ
ロ

メ
デ
ィ
ア
ル
」
の
洗
顔
料

「
炭
酸
泡
ソ
フ
ト
マ
ッ
サ
ー

ジ
洗
顔
料
」
を
３
日
に
発
売

す
る
。
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

を
溶
け
込
ま
せ
、
弾
力

性
の
あ
る
細
か
な
泡
を
ポ
ン

プ
で
作
る
。
泡
が
長
時
間
維

持
さ
れ
る
た
め
、
洗
顔
時
の

摩
擦
を
減
ら
せ
る
。
価
格
は

１
５
０

入
り
で
３
１
５

０
円
。
自
社
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
通
信
販
売
の
ほ

か
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
り
販
売

す
る
。

　
プ
ロ
メ
デ
ィ
ア
ル
は
敏
感

肌
の
人
で
も
使
い
や
す
い
よ

う
に
開
発
し
た
化
粧
品
シ
リ

ー
ズ
。
今
秋
で
発
売
か
ら

周
年
を
迎
え
る
。
医
薬
品
メ

ー
カ
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
、
皮
膚
表
面
の
菌
を
調
整

す
る
仕
組
み
を
導
入
し
た
。

水
素
イ
オ
ン
濃
度

値

は
健
康
な
肌
の
平
均
値
で
あ

る
５
・
５
の
弱
酸
性
に
統

一
。
皮
膚
科
医
と
連
携
し
て

皮
膚
の
反
応
な
ど
の
試
験
を

行
っ
て
い
る
。

　
同
ブ
ラ
ン
ド
で
洗
顔
料
や

せ
っ
け
ん
を
販
売
。
だ
が
、

よ
り
皮
膚
へ
の
負
担
を
抑
え

た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
受
け

て
洗
顔
時
の
摩
擦
を
防
ぎ
や

す
い
と
さ
れ
る
炭
酸
泡
形
成

技
術
を
取
り
入
れ
た
。
洗
顔

時
に
顔
へ
の
負
担
軽
減
を
図

る
。

　
リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
い
シ
リ

ー
ズ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
に
細
か
な
ニ
ー
ズ
を
拾
い

上
げ
て
商
品
の
普
及
を
目
指

す
。

　
米
子
高
島
屋

鳥
取
県
米

子
市
、
田
中
貢
一
社
長
、
０

８
５
９
・
２
２
・
１
１
１

１

は
、
鳥
取
県
西
部
の
中

山
間
地
域
で
新
サ
ー
ビ
ス

「
買
い
物
支
援
」
と
「
見
守

り
支
援
」
を
８
日
に
始
め

る
。
過
疎
化
と
高
齢
化
が
進

む
同
地
域
に
お
い
て
食
料
品

を
中
心
と
し
た
生
活
必
需
品

を
購
入
す
る
場
を
提
供
。
併

せ
て
高
齢
者
ら
の
見
守
り
に

も
取
り
組
む
。
初
年
度
は
３

０
０
０
万
円
の
売
り
上
げ
を

見
込
む
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
は
南
部

町
を
中
心
と
す
る
同
県
西
部

地
域
。
南
部
町
の
全

集
落

の
う
ち
、
買
い
物
が
不
便
な

約

集
落
を
２

ト
ラ
ッ
ク

で
巡
回
す
る
。
日
曜
日
を
除

く
週
６
回
、
毎
日

集
落
以

上
を
訪
問
。
取
り
扱
う
商
品

は
食
料
品
や
日
用
雑
貨
な
ど

約
５
０
０
品
目
で
、
お
中
元

や
お
歳
暮
向
け
の
ギ
フ
ト
商

品
も
依
頼
が
あ
れ
ば
配
達
す

る
。

　
基
本
は
定
価
販
売
だ
が
、

サ
ー
ビ
ス
品
も
準
備
す
る
。

支
払
い
に
は
現
金
の
ほ
か
、

高
島
屋
商
品
券
、
全
国
百
貨

店
商
品
券
が
利
用
で
き
る
。

ま
た
、
新
事
業
に
携
わ
る
人

材
と
し
て
雇
用
促
進
と
地
区

状
況
の
把
握
の
た
め
、
南
部

町
の
住
人
を
優
先
的
に
採
用

す
る
。

　
地
域
住
民
の
見
守
り
支
援

事
業
は
、
移
動
販
売
し
て
い

る
最
中
に
異
常
と
思
わ
れ
る

住
民
を
発
見
し
た
場
合
、
南

部
町
へ
連
絡
す
る
体
制
を
整

え
る
。
二
つ
の
取
り
組
み
は

鳥
取
県
の
施
策
「
み
ん
な
で

支
え
合
う
中
山
間
地
域
づ
く

り
総
合
支
援
事
業
」
の
一
環

と
い
う
。

　
資
生
堂
は
化
粧
品
の
生
薬

原
料
と
な
る
植
物
を
栽
培
す

る
施
設
「
植
物
栽
培
実
験
施

設
」
を
掛
川
工
場

静
岡
県

掛
川
市

内
に
設
け
、
試
験

運
用
を
開
始
し
た
。
同
工
場

で
は
「
実
験
農
場
」
の
本
格

運
用
も
始
め
た
。
安
心
・
安

全
な
植
物
原
料
の
開
発
に
着

手
す
る
。
２
０
１
４
年
に
は

自
社
管
理
で
栽
培
し
た
植
物

を
配
合
し
た
化
粧
品
の
発
売

を
目
指
す
。
将
来
的
に
は
原

料
メ
ー
カ
ー
と
自
社
で
の
原

料
植
物
の
生
産
を
拡
大
し
て

い
く
。

　
新
設
し
た
植
物
栽
培
実
験

施
設
は
温
度
、
水
や
り
、
照

明
強
度
、
照
射
時
間
、
二
酸

化
炭
素
濃
度
と
い
っ
た
生
薬

原
料
植
物
の
成
長
に
必
要
な

諸
条
件
が
管
理
可
能
。
種
苗

段
階
か
ら
自
社
で
管
理
す
る

こ
と
で
安
定
し

た
原
料
調
達
が

で
き
る
。

　
ま
た
、
栽
培

条
件
の
調
整
に

よ
り
有
効
成
分

を
多
く
含
む
原

料
調
達
の
可
能
性
に
も
つ
な

が
る
と
い
う
。
熱
源
の
一
部

に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い

る
な
ど
環
境
負
荷
低
減
に
配

慮
し
て
い
る
。


